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西表島は北緯24.15'から、東経123.40'から55〈

周囲おおよそ77km、面積322km'の沖繩本島に次ぐ

大きな島である。それにもかかわらず、古見岳(4

､q.7m)を最高峰に、ハテルマの森(447.0m)、
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で20km以上もあ｣〈領まL j- 、幸’II

L’一垂L／、 L

窓 ま河□から約14kmの地点に景勝地と
↓
」

して名i司し,､Jリュド、カンビレの滝を有し、こ

の地を訪れる観光客は年々増加の一途をたどって

いる。

甫内川と並んで大きな川は東部の大三に流れこ

)ﾛ閏川である｡このu｣間, ,も､ :調川こはひけク
をとらない大河川であるが、両者とも河□からの

観光ボートが運航され、その景勝を楽しませてく

れる。
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播磨蝶友会合同蝶供養開催す 播磨蝶友会会員名簿

去る57年2月11日午前9時より佐々木氏宅に於いて

大島山善光寺住職にお願いし、播磨蝶友会全貝出席の

もとで、蝶の供養を行った。

数年から数十年の永きにわたって各々の会員が蝶の

魅力に取')つかれ夢中の内に殺生を裸返して来たその

業の深さに気付き、いつときではあったが会員一人一

人が焼香し心よ')その供養を行った。
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諺 鑑癖§

回編集後記回

これまでは兵庫県の蝶をテーマとして会誌を発行し

てきたが、 この度は趣を変えて、八重山の蝶特集とな

った。

蝶の楽しみ方もいろいろあって、学問的に深く蝶と

係わりを持つのも楽しいか、美しい蝶を集めるのも楽

しい。探し求めた蝶をネットインした時のあの感激は

いつまでも忘れることができない。親しい蝶友との採

集行もまた格別である。 このような思いを涌字で残し

ておこうということで今回の企画となった。

発行はかな')遅れたが、その分だけページ数も増え、

内容もバラエティーに富んだ号になったと思う。今後

もこのような企画を組んで行きたいと考えている。

今回も表紙を何にしようかと苦労したが、八重山諸

島から飛び立つコノハチョウにした。表紙の文は、新

星図書のカラー百科シリーズ「秘境西表島」から転救

させていただいた。 また、表2の石垣島と西表島の図

は、内田老鵺圃新社の新しい昆虫採集地案内( 111)から

転載させていただいた。ここに記してお礼申し上げる。
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